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第一章　 結 言

基礎代謝 に関す る研 究 は1895年Magnus

Levy1)に 始 ま り,発 熱,結 核,癌 腫,白 血

病等 に於て認むべ き甲状腺機能亢進な くして

基礎代謝(以 下G. U.と 暑)上 昇 を来す事が

あ り,そ れ は体温上 昇,体 内蛋 白質異常分解

等 によると解せ られているが, G. U.が 最 も

重要 なのは甲状腺機能 に於てゝ あ゙ り,現 在 甲

状腺機能の検索に最 も用ひ られ且つ重視 され

ている.余 は前篇 で甲状腺機能検 査法として

Kottmann氏 反応 を報告 したが,夫 と対 応 し

て本研究を遂行 した.

偖て,健 康人のG. U.は 内外諸家の報告か ら

欧米人 と本邦 人間に大差な くHarris-Benedict

の 標準値 と比 較 して(士)15%の 範 圍 内で,

しか もそ の大部 分 は(士)10%以 内 に あ り,

季節 的 に は5,6月 最 低 で,女 性 は男性 よ り稍

々低 い(岡 田2),渡 辺3),輝 峻4)等)と 云ふ.

次 に各 種 貧血 で は動 物実 験 上Eberstadt5),

 Rolly6),彦 坂7)等 の 研 究 あ り,大 量 瀉血 後 数

時 間 に はG. U.低 下 し,そ の後 は正常 とな る

が,中 毒 性 貧血(Phenyl-hydrazin或 はPyridin

注 射)で はG. U.奢 明 に低下 す る との 報告 あ

り, Magnus-Levy8)に 依れ ば貧 血 のG. U.は

正 常範 圍内で 原 発性 及 び続 発性 で 大 差な く,

 Tompkins, Brittingham a. Drinker9)は 軽 度

貧血 のG. U.は 正 常,し か し長 期 の慢 性 貧血

で は減 邊 し,比 較 的急 性 の貧血 で は上 昇 す る

となす. Boothby a. Sandiford10).は 続 発性 貧
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血30例 中大部分 は(±)10%,一 部 は(+)

11～(+)15%で(+)20%以 上1,(-)16～

(-)20%が1例 となす.

鉤虫症 に関 して は須賀11),橋 本及び滝 川12),

大林13),山 崎14)等 は軽度 貧 血 で は上昇 し,

高度貧血で は低下 し且つ虫体数 に並行すると

述べ,舟 久保15)は 之に反 し正常範圍内にある

と云ひ茲に意見 の背馳があ る.そ こで余 は再

検討す ることにした.

第二章　 檢査材料及び實驗材料

合併症 のない鉤 虫症患者21例,各 種 貧 血

患者4例 と職業的給血者6例 及び健康 人10例

に就 きKnipping氏 装置 を用ひ,測 定 し計算

法は瓦斯新陳代謝 測定法(藤 本薫喜著16))に

準 拠 し, O. Kestner u. W. Knipping17)の 標 準

値 と比 較 し 基 礎 代 謝 率(B. H. MR.と 畧)を

算 出 し た.

第一表　健康人

O2:酸 素 消 費 量(1)

Co2:炭 酸 ガ ス発 生 量(1)

R. Q.:呼 吸 商

B. M. R.:基 礎 代 謝 率(%)

第 三 章　 検 査 成 績

第一 節　 健 康 人

男5,女5計10例 の健康 人につ き女子 は藤

田18)に従 ひ月経 後 期 の者 を と り,検 査 によ り

寄 生虫卵 の 無 い事 を確 め た.そ の成 績 は第 一

表 の如 くで あ る.即 ち,最 高(+)9.10%

(No.9),最 低(-)10.90%(No.5)で 男子

の平 均(+)3.81%,女 子 は(-)1.99%,

総平 均(+)0.91%で(±)10%以 内 は9例

(90%),(±)15%以 内 は1例(10%)で あ

つ て,呼 吸商(R. Q.と 暑)は0.90で 緒言 で

述 べ た 諸家 の成 績 と一致 す る.

第 二 表　 各 種 貧 血
Hb:血 球索量(%)

R:赤 血球数(万)

第二節　各 種 貧 血

溶血性黄疸,粘 液水腫,本 態性低色素性貧

血,直 腸癌夫々1例,職 業的給血者6例,計



90　 石 合 亨

10例 につ き検 査した(第 二表).No.4の 直腸

癌 に於 て(+)19.68％ と上 昇 して い るが,

一般 に癌 患者 に於ては上昇する事 は諸家の認

める所である(沢 田等19)).溶 血 性黄 疸 で は

Grsfe20)はKriseの 時にはG. U.上 昇 し骨髄

機能低下の時 にはG. U.下 降 し赤血球新生機

能亢進 ケ骨髓機能亢進とは互 に並行すると云

ふが,余 の成績 も之を裏書する.次 に慢性失

血性貧血 とも云 える職業的給血者6例 に就い

ての成績 も亦緒言での諸家の見解 と同一であ

る.

第三節　鉤虫症患者

合併症のない鉤虫症入院患者21例 に就 き,

舟 久保15)の成績を参考 にし,入 院後数 日間何

等処置を加 えず生活環境 に慣れ さした後 型の

如 く測定 した.又19例 につ き駆虫後3～12日

で再測 し駆 虫前後 を比較 した.尚No.5,18は

駆 虫後20日 及び24日 に3回 目の測定を行ひ

参考 とした(第 三表).

第 三 表　 鉤 虫 症 患 者

即 ち駆 虫 前陽性 例11(66.67%),陰 性 例7
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(33.33%)で,最 高 はNo.8の(+)31.13

%,最 低 はNo.13の(-)17.37%で あ り,

駆虫後 陽性 例5(26.31%),陰 性 例14(73.69

%)で,最 高 はNo.17の(+)29.80%,最

低はNo.13の(-)22.90%で あ る.尚No.

17,20に 於 て駆 虫 後B. M. R.の 上 昇 を見 るの

は鉄剤投 与 に よ り造血 機 能 亢進 した結 果 に よ

ると考 え る(舟 久保21)).

次 に駆 虫 前 の血 球素 量 に よ り80～100%の

7例 をA群,51～79%の5例 をB群,50%

以下の9例 をC群 と し各 群 及 び全例 の酸素 消

農量,炭 酸 瓦 斯 発 生量, R. Q.並 び にB. M. R.

の平 均値 を示 す(第 四表)と 酸素 消 費 量 は健

康人の夫 と比較するにA群 で は稍 々少 く, B

群では稍 々多 く,C群 で は減 少の程度A群 よ

り著 明であつて,全 例の平均値 は減少 して,

ての点職業 的給血者の場合 と異 にしている.

炭酸瓦斯発生量はB群 以下は減少 し,此 の点

は職業的給血者の夫と似ている. R. Q.も 亦

傾 向を同 じくしているが給血者の夫 よ り高率

である. B. M. R.はB群 で は著明 に上昇 しC

群で も稍々上昇傾 向を認め るが, A群 は寧 ろ

下 降傾向あ り,之 等 は駆 虫后全般 に下降を示

すがA群 に於て最 も著 明である.

第四表　鉤虫症患者各群及び全群の平均

附　 A群　 Hb 80～100%

B群　 Hb51～79%

C群　 Hb50%以 下

第五章　總括並びに考按

軽度貧血の鉤虫症患者のB. M. R.は 殆 んど

健康人と差異がないが,駆 虫によ り著明に低

下 し,中 等度貧血の際 は著 明に上昇 し,駆 虫

によ り正常 に近づ き,高 度貧血で は幾分上昇

しているが駆 虫後は陰性 となる.即 ち全 例の

平均 よ り鉤 虫 症 ではB. M. R,は 上昇傾向あ

り,駆 虫によ り低下す るが一般 の貧血 に於 け

ると正常範 圍内にある.偖 て鉤虫症 のG. U.

につ き先 人の業績 と比較す るに須賀11)は鉤虫

症でG. U.は 亢進 レ,し か も貧血 の程度 に並

行 す る と云 ひ,橋 本 及 び滝 川12),大 林13),山

崎14)は寧 ろ寄生虫体数に並行すると述べ,舟

久保16)は安静のみによ り正常に復帰する事 よ

り異常な しと しているが,余 の成績 で もNo.
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8,17等 は須 賀 の言 の如 く,No.2,8,18,19

等 は橋 本12)13)14)等の見 解 に一 致 してお り,他

の 大 別分 は舟 久保15)の 成 績 に一致 して い る.

尚No.13の 如 き著 明 な低 下 は 山 崎14),舟 久

保15)も 記 載 して い るが,そ の 説 明 は出来 な い

と述 べ て い る.

要 之,鉤 虫症で は或者では貧血程度將又寄

生虫体数 によ り著明 に上昇す るものがある事

は事実である.而 して鉤虫症 に於 て蛋白質代

謝亢進を認め(鷹 野,館 野,中 島22)),教 室佐

久間23)24)は動物実験上本症貧血の発生 には網

内系の健全なる事を要 し,脾 は必ず しも健全

でな くともよいと云 ひ,一 方木下25),福 田26)

等 は網 内系 の機 能 亢進 時 はG. U.亢 進 す ると

述 べ て いる.又 余 が 前 篇27)に 報 告 した本 症 の

Kottmann氏 反応 とG. U.に 就 き比 較す る に

Kay28), Kramer29)等 は両 者 は よ く一 致 す る

と云 ひ, Lawsky u. Rochmann 30)はG. U.に

対 し85%の 合 致率 を 見 たと 云 ふが,余 の成

績 も同時 に測 定 した両 者 を表 示(第 五 表)す

る と諸家 の成 績 と一 致 してい る.

第五表　 同時 に測定せる鉤 虫症患者の基礎代謝 とコッ トマ ン氏反応

しか も駆 虫に依 り亢進せるG. Uの 低下す

る事 は橋本12)等の説明す る如 く虫体 より排泄

さる毒素作 用に帰す る時最 も説明容 易であ り

一方教室上 原等31)の重篤鉤虫症の剖検例 に於

ける甲状 腺の顕微鏡所見 と し膠質の少ない濾
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胞 多 く,一 般 に膠質減量 し濾胞壁 は雛壁を形

成 していたと云ふ事実,及 び本症患者 に屡 々

微熱を見,之 が駆 虫に依 り平熱 になる事(余

の成績 に於 てはNo.1,3,6,8,12,17,19)

並びに余の先の報告32)で本症患者 に於 て メラ

ノフォーレン反応が相当数陽性 に出る事実 よ

り脳下垂体に機能失調の存在を立証 したが,

脳下垂体 と甲状腺間とは密接な関係があ り,

従って本症患者 に於 ても甲状腺に何等かの変

化のあるな らむ事は推 論 に難 くな い.又 岩

田33)は鉤虫症は栄 養失調性 と提 唱 したが,栄

養失調症では(井 上教授34))G. U.は 一般 に

重症例 に於 て低下の強 いもの ゝ多 い傾 向 あ

り,て の点鉤 虫症 に於 ける成績 とは趣 を異 に

する.

依是観之,鉤 虫症で は脳下垂体機能並び に

甲状腺機 能 に も一 定の 変化 の 存 在 を推 論 し

得,駆 虫 に よ りKottmann氏 反応,メ ラ ノフ

オーレン反応及びG. U.も 正常に帰 する点橋

本12)等の云ふ如 く虫体毒素作用に帰するのが

最も当を得 てお り,夫 は又笠原35),内 藤36)其

の他等教室の研究 による如 く鉤 虫症貧血が特

別の催貧血性物質(ア ンキ ロン)に よる中毒

性貧血と云 ふ事 とも一致す る.

第五章　 結 言

健康人10,各 種貧血10,及 び鉤 虫症患者21

(内19例 は駆 虫前後)計41例 に就 きKnipping

氏装置 によ り基礎代謝 を測定 し次の結果を得

た.

1) 鉤虫症患者 に於 ては,一 般 に基礎代謝

は上昇 傾向ある も尚正常範圍内にあるが,中

には著 明な上昇を,極 く稀 に著明な低下を見

る.

2) 駆虫によ り全例低下を見,一 部 は著明

に低下 するが尚正常範圍内にある.

3) 本症に於 ける基礎代謝の上昇 は蛋 白質

代謝亢進,網 内系機能状態及び甲状腺機能亢

進等 に依るもの と考 える.

4) 上記 の事実 は鉤 虫毒素作用によるとき

最 も説明が容易である.

5) 余の報告 した第一篇,第 三篇並 びに本

研究 よ り甲状腺機能状態 は鉤虫症 に於て は概

して亢進状態 にあるもの と思惟す る.

6) 栄養失調症 とは基礎代謝 に関 しても趣

を異 にす る.

7) 本症 に於 ける微熱 は一部 甲状腺機能亢

進 と関係あ りと考 える.

欄筆するに臨み終始御懇篤なる御指導並びに御校

閲を辱うした恩師北山教授に満腔の謝意を表す.

主 要 文 献

1) Adolf Magnus-Leby; Ueber den respi

ratorischen Gaswechsel unter dem Einfluss der

 Thyreoidea sowie unter verschiedenen patholo

gische Zustanden. Bsrl. Klin. Wschr., Jhg. 32,

 S. 650. 1895. 2) 岡 田 清 三 郎,桜 井 英 一,亀 田

俊 雄;基 礎 新 陳 代 謝 に 関 す る 研 究,(第 一 回 報 告),

日本 人 の 基 礎 新 陳 代 謝 に 就 て,東 京 医 学 会 雑 誌, 40

卷, 902頁,大15年. 3) 渡 辺 好 雄;ク ニ ツ ピ ン

グ 氏 装 置 に よ る 健 康 日本 入 の 基 礎 新 陳 代 謝 に 就 て,

北 越 医 学 会 雑 誌, 46卷, 934頁,昭6年. 

4) 輝 峻 義 等;日 本 人 の 基 礎 新 陳 代 謝 に 就 て の 論 考,

労 働 科 会 研 究, 11巻, 253頁,昭9年. 5) Fritz

 Eberstadt; Uber den Einfluss chronischer ex

perimenteller Anamieen auf den respiratorischen

 Gaewechsel. Arch. f. Exp. Path. u. Pharm.,

 Bd. 71. S. 329, 1913. 6) Fr. Rolly; Uber

 den) respiratorischen Gaswechsel bei chronisch
 anamischen Zustanden. Dtsch. Arch. f. Klin.

 Med., Bd. 114, S. 605, 1914. 7) 彦 坂 武 治;

瀉 血 並 に 輸 血 の基 礎 新 陳 代 謝 並 び に血 中炭 酸 ガ ス量

に及 ぼ す 影 響.日 本 外 科 学会 雑 誌, 41回, 396頁.

昭15年. 8) A. Magnus-Levy; Der Einfluss

 von Krankheiten auf den Energiehaushalt im Ru

hezustand. Zschr. f. klin. Med. Bd. 60, S. 177,

 1906. 9) Edna H. Tompkins, Harold H. 
Brittingham and Cecil K. Drinker; The basal

 metabolism in anemia with especial reference to

 the effect of bloodtransfusiou on the metabolism

 in pernicious Anemia, Arch. of. Inter. Med.,

 Vol. 23, P. 441, 1919. 10) Waiter M. Boothby

 and Irene Sandiford; Summary of the basal

 metabolism data on 8, 614 subjects with especial



94　 石 合 亨

refcrence to the normal Standards for the esti

mation of the basal metabolic rate . The Journ.

 fo biol. Chem., Vol. 54, P. 783, 1932.

 11) 須 賀 広 太;基 礎 代 謝 の 研 究,岡 山医 学 会 雑 誌,

 40年, 372頁,昭3年. 12) 橋 本 龍 雄 ,滝 川 武

雄;十 二 指 腸 虫 病 患 者 の 基 礎 代 謝 及 び その 貧 血 に対

す る鉄 剤 並 に肝 臟 エ キ スの効 果 に 就 て,十 全 会 雑 誌,

 34卷, 517頁,昭4年. 13) 大 林 次 彦;十 二 指

陽 虫 病 に於 け る血 色 素 代 謝 に就 て(十 二 指 腸 虫病 性

貧 血 の 成 立 に 関 す る考 察).日 本 内 科 学 会 雑 誌, 18

卷, 352頁,昭5年. 14) 山 崎 政 治;十 二 指 腸

虫 病 患 者 に於 け る血 色 素 代 謝 及 び 基 礎 代 謝 に就 て,

金 沢 医 科 大 学 十 全 会 雑 誌, 37卷, 879頁,昭7年.

 15) 舟 久保 治;各 種 貧 血 於 け る基 礎 代 謝 と赤 血 球 新

生 機 能 との 関 係 第 一 報 各 種 貧 血 患 者 の基 礎 代 謝

に就 て,東 京 医 岸 会 雑誌, 44卷, 1127頁,昭5年.

 16) 藤 本 薫 喜;瓦 斯 新 陳 代 謝 測 定 法,市 河 思 誠 堂 発

行,昭11年. 17) Otto Kestner u. H. W.

 Knipping; Die Ernahrung des Menschen, Nahrun

gsbedarf. Erfordernisse der Nahrung. Nahrung

smittel. Kastberechnung. Verlag von Julius Sprin

ger. Berlin, 1928. 18) 藤 田 圭 一;基 礎 新 陳 代

謝 の 動 揺 に 関 す る研 究.慶 応 医 学, 21卷, 487頁,

昭16年. 19) 沢 田 平 十 郎;悪 性 腫 瘍 と基 礎 代 謝,

北 海 道 医 学 雑 誌, 8卷, 1213頁,昭5年.

20) E. Grafe; Zur Kenntuis des Gesamtstoff

wechsels bei schweren chronischen Anamien des

 Menschen. Dtsch. Arch. f. Klin. Med, Bd. 118,

 S.149, 1916. 21) 舟 久 保 治;各 種 貧 血 に於 け

る 基礎 代 謝 と赤 血 球 新 生 機 能 との 関係,第 二 報 各

種 貧 血 患者 の 基礎 代 謝 及 び 赤 血 球 新 生機 能 に及 ぼ す

鉄 療 法 の影 響 に就 て,東 京 医 学 会 雑 誌, 45卷, 29頁,

昭6年. 22) 鷹 野 翰,館 野 克 己,中 島 匡;十 二

指 腸 虫 病 貧 血 患 者 の蛋 白質 代 謝 試 験 報 告.日 本 内 科

学 会 雑誌, 7卷, 1号, 21頁,大8年. 23) 佐 久

間 昌章;鉤 虫症 貧 血 に 関 す る実 験 的 研 究,第 一 編

 貧 血 発 生 機 轉 に於 け る脾 臟 の 意 義 に就 い て,未 刊.

 24) 佐 久 間 昌章;第 二 編 貧 血 発 生 機 轉 に 於 け る綱

内 系 の意 義 に就 い て,未 刊. 25) 木 下 哲;綱 状

織 内被 細 胞 系 統 機 能 に 関 す る研 究 補 遺 第 四 篇 綱

状 内被 細 胞 系 統 機 能 の 瓦 斯 新 陳 代 謝 に及 ぼ す影 響

京 都 府 立 医 科大 学 雑 誌, 8卷, 976頁,昭8年.

 26) 福 田 豊;呼 吸 瓦 斯新 陳 代 謝 に 及 ぼ す 環 境 温度

の 影 饗 に関 す る実 験 的 研 究,第 五 報 網 状 織 内 被 細

胞 系 統 と呼 吸 瓦 斯 代 謝 日本 内科 学 会 雑誌, 19卷,

 1123頁,昭7年. 27) 石 合 亨;鉤 虫症 に 関 す

る研 究 第 三 篇 鉤 虫 症 患 者 に於 け る コ ツ トマ ン 氏

反 応 に 就 い て,未 刊. 28) W. E. Kay; A Study

 of one Hundred cases diagnosed as hyperthyroi

dism uith particular reference to differentiation,

 symptomatology, the vegetative nervous system

 basal metabolism, and the sugar tolcrance and

 Kottmann tests. J. A. M. A., Vol. 79, P, 2149,

 1922. 29) David W. Kramer; The Kottmann

 reaction in thyroid dysfunction. Amer. Jourm.

 of. med. Sei, Vol. 170, P. 75, 1925. 

30) Lawsky u. Rochmann; Ter. Arch.(russ),

 Bd. 7, 1929, zit. u. A. D. Troitzkaja; Funktio

nelle Veranderungen der Schilddruse bei florider

 sekundarer Syphilis nach der Kottmann-Reaption.

 Dermat. Wschr., Bd. 96, S. 709, 1933.

31) 上 原 偉 男,那 須 毅;合 併 症 な き重 篤 鉤 虫症 の

一 剖 検 所 見 ,未 刊. 32) 石 合 亨;鉤 虫症 に関 す

る研 究 第 一 編 鉤 虫症 患 者 尿 の メ ラ ノ フオ ー レン

反応 に就 い て,未 刊. 33) 岩 田繁 雄;血 液 学 討

議 会 報 告,第1輯, 95頁,昭22年. 34) 井 上 硬;

日本 人 の栄 養, 33頁,昭23年,永 井 書 店 発 行. 

35) 笠 原 忠;鉤 虫 性 貧 血 に 関 す る研 究 第 三 報

 鉤 虫 症 患 者 血 液 中 の 催 貧 血 性 物 質 の存 在 に つ い て,

未 刊. 36) 内藤 博 士;鉤 虫性 催 貧 血性 物 質 の 骨

髄 灌 流 試 験 第 一 報 2患 者 血 清 中 催 貧 血 性 物 質,

未 刊.


